
城ヶ島定例観察会結果（2019年）

1 カモ目 カモ科 クロガモ Melanitta americana 3 2 5
2 ウミアイサ Mergus serrator 2 2
3 カイツブリ目 カイツブリ科 アカエリカイツブリ Podiceps grisegena 1 2 1 4
4 不明カイツブリ類 1 2 3
5 アビ目 アビ科 シロエリオオハム Gavia pacifica 2 2 1 5
6 不明アビ類 Gavia spp. 3 2 5
7 ミズナギドリ目 アホウドリ科 不明アホウドリ類 Phoebastria sp. 1 1
8 ミズナギドリ科 オオミズナギドリ Calonectris leucomelas 2 100 13,665 5,750 600 20,117
9 ハシボソミズナギドリ Puffinus tenuirostris 15 49 1 65
10 ウミツバメ科 アカアシミズナギドリ Puffinus carneipes 1 1
11 カツオドリ目 ウ科 ヒメウ Phalacrocorax pelagicus 7 7 5 5 2 26
12 チドリ目 カモメ科 ミツユビカモメ Rissa tridactyla 9 9
13 ユリカモメ Larus ridibundus 40 102 45 2 189
14 カモメ Larus canus 2 9 11
15 不明アジサシ類 5 5
16 トウゾクカモメ科 トウゾクカモメ Stercorarius pomarinus 3 3
17 シロハラトウゾクカモメ Stercorarius longicaudus 1 1
18 不明トウゾクカモメ類 4 1 1 1 7
19 ウミスズメ科 ウミスズメ Synthliboramphus antiquus 20 20 61 1 1 103
20 ウトウ Cerorhinca monocerata 13 5 1 19
21 不明ウミスズメ類 1 9 2 12

※オオミズナギドリのカウント方法は、観察場所の前を通過する個体を1分間カウントし、それに観察時間を掛けて算出しています。

　　　　写真（左から）:岩礁から海上を見渡す（2月）、海岸美化活動でプラスチック類のゴミを多く回収（3月）、時にはハシボソミズナギドリの漂着死体も（5月）　

©城ケ島沖の海鳥観察グループ 

No. 24-Feb 24-Mar 28-Apr 26-May

城ケ島沖の海鳥観察グループでは、毎年1～6月の第4日曜日に観察会を実施しています。2019年は6回とも実施することができました。カウント結果をご報告します。なお、今シーズンも観

察会終了後に周辺のテグスやプラスチック製品等のゴミ拾いを実施しました。ご協力いただきました皆様と清掃道具を貸与いただいた“かながわ海岸美化財団”にお礼申し上げます。

合計目 科 和名 学名 27-Jan 23-Jun

★★全体的に海鳥は少ない★★ 
  ・アビ科、アホウドリ科、トウゾクカモメ科、ウミスズメ科など海鳥全体的に記録が少なく、シロエリオオハム、ウミスズメ、ウトウなど例年普通に見られるはずの種類の記録も少なかった。 

 ・カンムリウミスズメは、例年2~4月頃に頻繁に観察され、2018年は多かったが、2019年の定例では一度も観察されなかった。定例以外で5月にようやく記録されるなど観察例が少なかった。 


